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量子ドット結合振動子系における動的パターンの形成

はじめに　「反応拡散系」は化学反応と物 拡散が混在する 平衡-開放システムであ

る。生命現象に現れる形態形成や自己組織化の舞台となっている。この反応拡散系を量

子ドット集積体で模擬して新しい情報処理デバイスを創成したい。ここでは量子ドット

による "反応拡散系" の例として２次元の結合振動子系を し、その動作を 析した。

結合振動子系の構造　 した振動子系を図１に示す。各振動子は量子ドットとトン

ネル接合からなる。結合容量を介して振動子の量子ドット間を接続する。振動子に 流

を流すと、クーロンブロッケイドが成立する温度のもとで 線形振動を生じる。 接す

る振動子どうしには互いに逆方向の 流を流す。 流の値は量子ドットの 位に応じて

図２のように変化するものとする。

系の挙動：動的パターンの形成　この振動子系では、一つの振動子で 子トンネルが

生じて量子ドット 位が変化すると、それが或る れ時間（トンネル待ち時間）を経て

接振動子の 子トンネルを誘発して引き込みを生じる。 流源の特性（図２の I０ と

V0 の値）に応じて振動子系は振動性と興奮性のいずれにもなり、系全体として秩序ある
様々な動的パターンを発生する。例として、興奮性の系におけるラセン波パターンの形

成を図３に示す（シミュレーション）。これはＢＺ化学反応系や粘菌アメーバ集団のつ

くるラセン波と 似のものである。


